
1:.l'Lf:IWJrt:58:)3-18(j97'))

カ メ ム シ類 の悪臭成分 に 関 す る研 究

山 下 俊 刺 ･兼 久 .JL#･;i;

カメムシ畑の3,くのものは掛 こ泌わ,iLた際, 綾胸珊Ju仙 二関口している1対の臭腺か
ら悪臭を:U-;I(出することが知られており,古 くからその成分の分析がなされている.Calam

andYoudeowei(1968)は講研究者の報告を まとめ 10科 30種の悠負成分の検討を行な

った結果,統裁数が6個から101I･-1の脂肪族の飽机 不飽和7ルテヒト,エステル及び ア

ルコール等の中性成分が主成分であることを述べている.Prestwich(1976)紘- リカノ

ムシ科 Coreidaeとカメムシ科 Pentatomidaeの13称のカノムシの悪臭を分析し,科ご

とのIE蹴分の違いを袖 1㌧している.

収国では TsuyukieEal.(1965).Ishiwatal-i(1974)らにより. カノムシ村と-リカ

メムシ科の 12種のカメムシの悪臭収分が分析され -キサナー/L,, トラソスー2-へキセナ

-ル (-キセナール), トランスー2-ディセナール (ディセナ-ル)等のアルデヒドが放出

されている.また Ishiwatari(1974)はカメムシ料のナガメ Eurydemarugosum.ヒメ

ナガメE.♪ulchγum の幼虫期に 分泌される-キセナ-/L,紘,防御効果としてよりf'軍報フ

ェロモンとしての役割が大きいことを述べている.

本実験ではさらに6科 19位のカメムシの臭成分を分析するとともに,辛:I･ごとにおける

臭成分の違い,織に-リカメムシ料とカメムシ料のものの検討を行なった.

材 料 と 方 法

1.抽 出 方 法

供試山のほとんどは,1978年の4月から10月の期間中に 岡山県下で採果したものを用

いた.野外で採集したカメムシは生きたまま実験室内に持ち締 り,全血体をエーテル中に

投入して奥物質の放出を行なわせた.抽出方法は KanehisaandMurase(1977)に従っ

た.虫体を取 り除いた後のエーテルHl出溶液は 1%苛性ソーダ水溶液と混合してよく振盤

する.この操作により慨性物質 (カルポソ醸,フェノ-ル頬)は希7ルカリ屑に移る.班

ったエーテル屑に1%塩酸水溶液を加えてよく振盟する.この操作により塩基性物質 (宿

撒塩港税)は希転即 こ移る.最後に残ったエーテル屑 には 中性物質 (アルデヒド,エス

テル,アルコ-ル,炭化水素採)だけが 含まれている.抽出したエーテル層は浪縮した

級,蒋嗣クロマ トグラフィー,ガスクロマ トグラフィーによって別私 検出をした (第 1

回).

a･研究は昭和52-53年度 文部省科学研究班 ｢昆虫の喚味覚物質の開発利用に出する基礎的研究｣
(現題前号 236005)の一部として行なわれた.
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2.薄層クロマ トゲラ7ィー

方法は石川等 (1968)に従 った,吸着剤 とし

て シ リカゲル G(Merck),展開溶媒 として ク

ロロフォルムを用いた.波縮 した抽出物は神栖

板上で 直接展開 し, その後 2,4-ジ= トロフェ

ニール ヒ ドラジソ (2,4-DNP)の 0.5% メ タ

ノール溶液 (25% 塩腰 を 1%の 1.ftl合に 加えた

もの)を噴博 した.抽出物中に7ルデヒ トが仔

在 しているなら帝円板 ヒに鼓招巴の発色か起こ

る. これは 2,4-DNPに よって 7ノL･デじ トが

2,4-ンニ トロフェニール ヒ ドラ ソ ソ (2.4-

DNPs)となる ため で あ る (第 2因). 2,4-

DNPsとなったものはアルテヒト特有の臭気が

消失 して しまう.

3.ガスクロマ トグラフィー

ガスクロマ トグラフィーは 口立 063形を用い

愚
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悶W

エーテル中に柁入
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-4.アルカリ榊 エーテルQl

l｢ 1ツoHC=水柵
t†11梅娘

4..㌃ ｢ エーテル唱
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ノ＼二

て直径 3mm.長 さ 1mのステンレスカラムに カスクロマトグラフィー l絹 タロマJy'ラフィー

カーボワックス4000モノステ7レー トを 充 て 第 1図 カメムシ典物質の肘rlJj一法

｡cH:CHCH｡ . H2NNH遜 帖r RCH=CHCHNNH恩 帖2

第2図 7′レデヒトと2,4-DNPの反応糾構

ん剤 として- リウムガスを 30mu分 で流 した.カラム温度を 110oCとして保持時榊Jを測

定した.

結 果

第 1表は純晶の保持時間及びRf値,発色の追いを'示したものである. -キサナ-ルの

場合,保持時間が短 く検出が剛比である.この場合は PastoandJTohnson(1977)の方

節 1表 試 薬 純 r',.'. の 成 状

試 薬 保持時間(分)

- キ サ ナ - ル

- キ セ ナ ー ル

テ Jl セ ナ - ル

へキシールアセテート

ト リ デ カ ソ

カ プ ロ ン 酸

8

7

6

1

7

6

0

1

0

2

2

4

2

Rf伯
(クPP7]ルム)

0.74 黄

0.60 燈

0.65 位
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法に よ り過マンガン酸 カリウム

(KMnO4)飽和水溶液でアルデヒ

ドの酸化を行ない対応するカブp

ソ慨の有無によって確認を行なっ

た (第3回).

第2表はカメムシの虐臭成分を

分析 した結果をまとめたものであ

る.

ヘリカメムシ村 Coreidae

I/d･機構についての大まかな成分

比は,,ホシ-ラビp- ))カ メ ム

シIlomoeocerusunipunclalusで

紘, -キサナールが 15%, -午

シールアーヒテ- 卜が 35%,U4が

50%, ホソ/､リカメムシ Clelus

irigonusで は, -キサナールが

30%,-キシ-ルア zJ-チ- トが

60%,U.が 10%,ホオズキカ

メムシ Acanlhocorissordldusでは,

%であった.オオクモ- リカメムシ

nH

10 20 30(分)
nH:ヘキサ十一ル
HA:-キシールアセテート
nC:カ7'ロン蛾
UI:束6t姐の成分

第3rq KMn04によるヘキサナー/レの

カプロン酸への酸化

-キサナ-ルが 25%.へキシ-ルアセテ- トが 75

AnacanLhocorisstriicornisでは, -キシール7七

テー トが40%,U4が 60%であった. オオクモ- リカメムシでは 十分な丑の試料が得ら

れなかったため,KMnOJによ/a-キサナールの確認は 出来なかったが,臭気中には-千

サナール臭が認められた.

これらのことから- リカメムシ科の臭気成分は,アルデヒ ドでは-干すナール,エステ

ルでは-キシ-ルアセテー トがIt成分であることが分 った. また 保持時間が 10.3分の位

和にあるj:･確認J成分 U.もほとんどの- リカメムシ利のものに含まれていた.

カメムシ料 Pentatomidae

シラホシカメムシ Eysarcorisveniralis,アオクサカメムシ Nezaraanlennata.チャ

バネ7'オカメムシ Plautiacrossala. クサギカメムシ IZalyomorphabrevis.ヨツボツカ

メムシ LIomalogon乙aObiusa,ウズラカメムシ Aeliajcberiでは同様11:成分比を示してお

り,平均して8%の-キセナ-ル,75%の トリデカン,2%の U..15%のディセナールが

含まれていた.プチヒゲカメムシ Dolycorisbaccarum,イチモソジカメムシ Piezodorusl

hybnert.では,-キセナ-ルが 40%, トリデカンが 60%が含まれていたが,ディセナ-

ルは検出されなかった.これら2鶴のカメムシの臭は-キセナ～ノレ臭が強 く,他のカメム

シ利の臭である-キーt=ナ～ルと ディセナ～ルの 鮎合臭が 認められないことから,ティセ

ナ～ルI.t含まれてないか, 非rh敬に 少ないものと想われる.ナガメ Eurydemarugosum

は旭のカメムシ榊で確認された成分は検出きれなかった.これらのことからカメムシ村の

火気成分は,アルデヒドでは-キセナ-ル,ディセナ-ル,炭化水糸では トリデカンが主
成分であることが分った.またカメムシ科の 1部の租軒にはディセナールを含まないもの

58番 (1979) 15



第
2
蓑
カ
メ
ム
シ
臭
物
質
の
主
成
分
と
成
分
比
(潔
)

ド
∴
:
I｢
･L:
ll
-;･
･
l
l

主
成
分
(
保
持
時
間
蝦
に
左
か
ら
)

C
o
re
id
a
e
-
リ
カ
メ
ム
シ
科

II
om
oe
oc
el
･u
S
u
n
ゆ
u
W
ta
lu
s
T
h
u
n
b
e
rg
･+
.
シ
/
､
ラ
ビ
ロ
-
1)
カ
メ
ム
シ

C
le
ll
▲S
tr
lg
O
m
S
T
h
u
n
b
e
rg

ホ
ソ
/
､
リ
カ
メ
ム
シ

A
ca
Tl
l
h
oc
or
王S
SO
r
d
ld
u
s
T
h
u
n
b
e
rg

･+
･
オ
ス
キ
カ
メ
ム
シ

A
†l
a
CO
n
lh
oc
or
is
sl
r
ii
co
r
n
is
S
c
o
tt

P
en
ta
to
m
ld
a
e
カ
メ
ム
シ
料

E
y
sa
rc
or
is
ve
Tt
lr
a
ll
S
W
e
s
tw
o
od

N
cZ
a
ra
a
n
LC
77
TZ
E2
Lc
S
co
tt

P
Za
u
ti
a
cr
os
Sa
la
D
a
ll
a
s

H
a
ly
o
ln
O
rb
hG
bT
e
Ul
's
W
a
lk
e
r

EI
o
m
o
lo
g
o
n
王a
O
b
h
LS
a
W
a
lk
e
r

A
eL
La
A
e
be
r
i
S
c
o
tt

D
ol
y
co
r
is
lJa
cc
lI
r7
Jm
L
ln
n
e

P
ie
z
o
d
or
LrJ
S
hy
bT
Te
r
t
G
m
e
ll
n

E
u
ry
d
em
a
ru
g
o.
w
Jm
M
o
ts
c
h
u
ls
k
y

L
y
g
a
e
id
ae
ナ
ガ
カ
}
ム
シ
糾

G
eo
co
)･
LS
LPa
r
ll
LS
U
h
le
r

N
l･
si
LE
S
P
Ic
bc
J
tL
S
D
IS
ta
n
t

オ
オ
ク
･モ
ヘ
リ
カ
メ
ム
ツ

ノ
ラ
ホ
シ
カ
メ
ム
シ

ア
オ
ク
サ
ヤ
,1
ム
シ

チ
ャ
バ
ネ
7
オ
カ
メ
ム
シ

ク
サ
ギ
カ
メ
ム
シ

ヨ
ソ
ボ
シ
カ
メ
ム
シ

ウ
ズ
ラ
カ
メ
ム
シ

フ
チ
ヒ
ゲ
/1
メ
ム
ン

イ
チ
モ
ソ
ソ
カ
メ
ム
ソ
/

ナ
カ
メ

15 30 25 ?

｢ 〇 〇 5 0

3 6 7 4

5 5 0 0 5 0 0 0

1 1 1 4 4

オ
オ
メ
ナ
ガ
カ
メ
ム
シ

ヒ
メ
ナ
ガ
カ
メ
ム
シ

C
y
d
n
id
a
e
ッ
チ
カ
メ
ム
ン
科
･

_W
a
cr
os
cy
Lu
s
ja
♪
O
Tf
er
FS
is
S
c
o
tt

G
eo
to
m
zJ
S
♪
y
g
m
a
eu
s
D
a
H
a
s

ツ
チ
カ
メ
ム
ン

ヒ
メ
ソ
チ
カ
メ
ム
シ

P
la
ta
sp
id
a
e
マ
ル
カ
メ
ム
シ
料

C
op
Eo
sd
m
a
♪
u
n
c
ti
ss
tm
ZL
m
M
o
n
ta
n
d
o
n
マ
ル
カ
メ
ム
シ

雪
P
h
y
ll
o
c
e
p
h
a
li
d
a
e
エ
ビ
イ
ロ
カ
メ
ム
シ
科

諦
C
o
TZ
DP
Si
s
aj
i
n
is
U
h
le
r

エ
ビ
イ
p
カ
メ
ム
シ

U
l～
U
l
は
今
回
の
実
験
で
決
定
.'H
来
な
か
っ
た
収
ク∫
(
)
畑
土
探
持
時
間
を
示
す



があることが分った.保持時側が4.4J'tの虻BL.にある未確認成分 U.は,-JJメムシ科のほと

んどの種頬に含まれている徴皿成分である.

そ0.)他の糾

ナ7/カメムシイIの オオメナガカメムシ GeocorisLJLlrius.マルカメムシ科の マルカメム

シ CoplosomaPunctissimum では,-キセナ-ル, トリデカン, ディセナ-ルが含まれ

てお り,カメムシ料のものと同様の成分であることが分 った. ヒメナガカメムシ Nys,ius

Plebejusの 成分中30%, ツチカメムシ MacroscylusjaPonensisでは 10%, ヒメツチ

カメムシ GeolomliSPygmaeusでは45%,マルカメムシでは 1%,エビイロカメムシ

Gonopsisaffinisでは 20%含まれている扶持時間が6.8分の 位掛 こある未確認成分 U2

及びヒメナガ カメムシの成分中 10%,エビイlコカメムシ では 5%含まれている保持時

間が8.6分の位陸封こある未確認成分 U3札 カJ･ムシ札 - リカメムシ科のものからは転

出されなかった 成分であ り,特有の 臭気を 持っている.この 臭は DNPrLによ-Jても,

KMnO,による酸化によっても消失 しないことから7ルデヒトではない物質であることが

:'Iった .

考 察

TsuyukiegαJ.(1965),lshiwatari(1974)らほ, カメムシ手､は - リカメムシ科の 12

椎の史成分の分析を行なった結果,- リカメムシ掛では-牛サナ-ル.へキセナ-ル.カ

メムシ料では-キセナ-ル,デ ィセナ～ル, トリデブJンが主成分であることを樺色 してい

る.今blの実験では,さらに全中性城物'E (アルコ-ル,アルデヒド,エステル,扶化水

,iJ:-)の分析を行ない,- リカメムシ科のものから.-キサナール,-キシール7七テー ト

杏,カメムシ料のものから, -キセナール, トリデカン, ディセナールが主成分である

という紙集を得た.Tsuyukielal.(1965)の敵答では,- リカメムシ科のホオズキカメ

ムシ Acanlhocorissordidusから-キ ヒナールが 険出されているが,今山の奨験でほ へ

キセナ-ルの存在は認めら,-lLなかった.Calam andYoudeowei(1968).Waterhouse

andGilby(1964)らのカメムシ類の射 勿質の分Frによると, カメムシ科では-キセナ-

ル, トランス-2-オクテナール (オクテナール),ディセナ-ル, トリテカンが,- リカメ

ムシ科では-キサナール,-キシルアセテー トか主成分であることを述べている.このこ

とは今L･IJの実搬結果から円られたカメムシ料,- リカメムシ科の主成分と一致してお り,

ほとんど差がないことが分った.国外のカメムソ科の多 くの概現に含まれているオクテナ

ールについては確認LIJ.来なかった.

ヒメナガカ}ムシ,ツチカメムシ, ヒ}ツチカメムシ,マルカメムシ,エビイpカメム

シに含まれているU2)R分, ヒメナガカメムシ. エビイpカメムシに 含まれているU3成

分はカメムシ軋 - リカメムシ村のものには兄らILないjL_･物質であることが分-lた.

摘 要

6科19健のカメムシの艮成分を分析したところ. カメムシ科では -キセナ-ル,ディ

セナ←ル, トリ7--ヵ1/が,- リカメムシ料では-キサナー/i,,ヘキシールアセテー トが主

成分であることが分った.ヒノナガカメムシ,ツナカメムシ, ヒメソチカメムシ,マルカ

58JL_S.(1979) 17



メムシ,エビイpカメムシにはカメムシ杵や- リカメムシ科には見られない,7ルデヒト

とは辿 った2つの成分が舎まれていることが介った.
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